
Fresh wind is blowing

菊
池
市
「
新
章
」
始
動
。
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４
月
14
日
、
菊
池
市
長
選
挙
開
票
日
。

菊
池
市
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
た
。

市
民
が
選
択
し
た
の
は
、
江え

が
し
ら頭
実み

の
る

市
長
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
新
し
い
風
」。

江
頭
市
政
が
起
こ
す
風
と
は
─
─
。

菊
池
市
の「
新
章
」が
今
、
幕
を
開
け
る
。

2_ ４月 15 日、市役所で当選証書を受け取る江頭市長
3_ 正面玄関で江頭市長の初登庁を待つ同級生の皆さん
4_ 盛大な出迎えを受け笑顔を見せる江頭市長
5_ 市長就任式では集まった職員を前に訓示を述べた

1_ 職員からお祝いの花束を受け取り笑顔を見せる江頭市長

2
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江
頭
市
長
初
登
庁
日
の
４
月
24
日
午
前

８
時
10
分
。
正
面
玄
関
に
は
３
０
０

人
を
超
え
る
市
民
と
職
員
が
集
ま
っ
た
。

徒
歩
で
登
庁
し
て
き
た
江
頭
市
長
の
姿
が

見
え
る
と
、
正
面
玄
関
は
一
気
に
歓
声
に

包
ま
れ
た
。
江
頭
市
長
は
、
盛
大
な
歓
迎

に
驚
き
な
が
ら
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
満
面
の
笑
顔
で
応
え
た
。

引
き
続
き
庁
舎
内
で
就
任
式
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
職
員
に
対
し
「
我
々

は
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
る
同
志
。
漕
ぎ
手

が
ば
ら
ば
ら
で
は
船
は
沈
ん
で
し
ま
う
。

ふ
る
さ
と
再
生
に
向
け
て
力
を
結
集
し
ま

し
ょ
う
」
と
訓
示
。
新
た
な
市
政
運
営
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

江
頭
市
長
は
、
旧
富
士
銀
行
（
現
み
ず

ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
）
時
代
の
海

外
勤
務
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
勤
務
を
経
て
、

昨
年
７
月
に
帰
郷
。
９
月
に
は
市
長
選
へ

の
立
候
補
を
表
明
し
た
。
選
挙
戦
で
は
、

市
民
目
線
で
し
が
ら
み
の
な
い
開
か
れ
た

市
政
を
ア
ピ
ー
ル
。
豊
か
な
自
然
や
温
泉

を
生
か
し
た
「
癒
し
の
里
づ
く
り
」
に
よ

る
観
光
誘
致
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
を
掲
げ
、“
新
し
い
風
”

を
求
め
る
市
民
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

菊
池
市
は
本
年
で
合
併
９
年
目
を
迎
え

た
。「
市
に
境
界
線
は
な
い
」
と
地

域
間
の
融
和
を
図
り
、
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
で
ふ
る
さ
と
の
再
生
を
目
指
す
。
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Anew mayor ProfileMinoru Egashira 

武
む と う

藤比
ひ ろ こ

呂子さん（主婦）
自然豊かな菊池ならではの子
育て環境と、川遊びや山遊び
が安全に安心してできる場所
が増えたらうれしいです。

稲
い な つ ぎ

継智
と も や す

康さん（会社役員）
農産物と同じように、地元の
企業を生かしたものづくりも
推進して菊池市自前のブラン
ドを作ってほしいです。

原
は ら

　文
ふ み よ

代さん（農業）
菊池には日本一のお米をはじ
め豊富な農産物があります。
学校給食での食育など地産地
消にも取り組んでほしいです。

石
い し も と

本惠
け い ろ う

朗さん（自営業）
市民目線で開かれた市政運営
をお願いします。防災など市
民相互で支え合う、安心・安
全なまちにしてほしいです。

平
ひ ら や ま

山一
か ず ひ ろ

浩さん（酪農業）
市外からの移住や就農など
もっと人が集まるしくみがあ
れば、農産物の生産・消費拡
大につながると思います。

水
み ず か み

上敏
と し き

樹さん（自営業）
市長には市民に身近な存在で
いてほしいです。市街地だけ
でなくいろんな地域の魅力を
掘り起こしてもらいたいです。

内
う ち や ま

山千
ち え こ

枝子さん（主婦）
高齢者世帯の交通手段や福祉
サービスなどを充実し、老後
も安心して暮らせるまちにな
ればと思います。

廣
ひ ろ せ

瀬　恵
めぐみ

さん（パート）
商店街が活性化するような取
り組みをしてほしいです。ベ
ビーカーなどが利用しやすい
環境整備もお願いします。

えがしら・みのる
昭 和 29 年 ４ 月 １ 日 生 ま
れ。昭和 47 年菊池高校卒業。
昭和 51 年九州大学経済学
部卒業。銀行や民間企業に
勤務するなか 16 年間の海
外勤務を経験。平成 24 年
帰郷。平成 25 年４月菊池
市長に就任。隈府在住。59歳。

靴のサイズ　25㌢
マッターホルン登頂
40 代半ばでマッターホルン

（アルプス山脈に属する標高
4,478㍍の山）に登頂。登
頂した瞬間は「もう登らな
くていい！」という安堵感
と、「夢が自分の足の下にあ
る」という達成感に包まれた。

市長に伝えたいあんなことやこんなこと。そんな市民の“ひとこと”をインタビュー！市民の声

好きな映画
ベン・ハー、
ウエストサイドストーリー

好きな音楽　ジャズ、室内楽

好きなテレビ番組
お笑い、ふれあいまち歩き

趣味
ガーデニング、登山、
ロッククライミング、
マウンテンバイク

好きな食べ物　果物、野菜
苦手な食べ物　肉の脂身

学生時代のあだ名　みのっちゃん 身長　165㌢　体重　58㌔

視力　0.6（裸眼）
体脂肪率　11 ～ 13％

座右の銘・モットー
「人生我以外皆我が師なり」
「自分には厳しく、他人には
優しく思いやりを」

性格・長所
前向き思考、好奇心旺盛、環
境適応能力が高い、集中力が
高い、行動力がある、素直

外国語会話　英語、ドイツ語

好きな本
司馬遼太郎の歴史エッセイ

OF
F ON

菊池市「新章」始動。
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菊
池
市
は
宝
の
山

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
の
低

迷
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
流
れ
の
な
か
、
地
方
自
治

体
に
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
創
意
工

夫
と
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
手
で
持
続

可
能
に
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
私
は
菊
池
に
新
し

３
つ
の
課
題

　
新
し
い
菊
池
の
未
来
像
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
事
実
で
す
。

総
括
す
る
と
、
現
在
本
市
が
持
つ
課
題
は

次
の
３
つ
に
整
理
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

①
経
済
の
低
迷

　
地
方
都
市
の
多
く
は
中
心
市
街
地
の
衰

退
が
進
ん
で
お
り
、
本
市
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
観
光
業
・
商
業
は
不
振
が
続

き
、
若
者
の
就
職
難
、
人
口
減
少
・
高
齢

化
な
ど
に
伴
い
経
済
低
迷
の
悪
循
環
が
続

い
て
い
ま
す
。
経
済
に
元
気
を
取
り
戻
す

こ
と
が
何
よ
り
も
急
務
で
す
。

②
財
政
基
盤
の
構
造
変
化

　
平
成
26
年
が
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

の
期
限
で
あ
り
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間

で
段
階
的
に
交
付
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
現
状
よ
り
も
大
幅
な
減
収
と

な
り
、
市
政
運
営
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
、

合
併
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
行
財
政
の
効

率
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
ま
す
。

③
新
市
の
一
体
感
の
醸
成

　
庁
舎
問
題
を
発
端
に
、
一
部
の
市
民
に

感
情
的
し
こ
り
が
残
り
ま
し
た
。
問
題
の

根
底
に
は
、
旧
４
市
町
村
間
で
の
不
公
平

感
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
４
地
域
間
で
の
相
互
信
頼
感

が
ま
だ
醸
成
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
り

ま
す
。

課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り

　
素
晴
ら
し
い
宝
の
山
で
あ
る
本
市
を
よ

り
良
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
３

つ
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

①
経
済
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　

経
済
の
建
て
直
し
が
一
番
の
課
題
で

す
。
世
界
的
な
大
き
な
ト
レ
ン
ド
（
潮

流
）
は
、「
健
康
志
向
」「
自
然
回
帰
」
で

す
。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
市
が
持

つ
自
然
力
は
手
付
か
ず
の
宝
の
山
と
言
え

ま
す
。
こ
の
特
性
を
生
か
し
、
農
業
と
観

光
を
今
後
の
経
済
活
性
化
の
車
の
両
輪
と

位
置
付
け
ま
す
。
そ
こ
に
企
業
的
な
経
営

手
法
や
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

活
用
し
て
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
農
業
」
で
す
。

安
全
・
安
心
の
品
質
イ
メ
ー
ジ
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
を
戦
略
的
に
組

み
合
わ
せ
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
を

図
り
、
よ
り
「
儲
か
る
農
業
」
を
目
指
し

ま
す
。
仮
称
で
す
が
「
菊
ネ
ッ
ト
」
と
い

う
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

立
ち
上
げ
、一
定
の
品
質
基
準
と
な
る「
菊

池
基
準
」
を
策
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売
戦

菊池市「新章」始動。

い
風
を
起
こ
す
と
い
う
熱
い
思
い
を
胸

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
素
晴
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ

ん
あ
る
宝
の
山
で
す
。
企
業
的
な
経
営
方

法
や
新
し
い
考
え
方
と
発
想
を
盛
り
込
ん

で
菊
池
の
自
然
の
恵
み
を
守
り
、
自
然
を

生
か
し
て
穏
や
か
な
発
展
を
続
け
て
い
く

「
安
心・安
全
の
癒
し
の
里
」を
目
標
と
し
、

新
し
い
菊
池
の
未
来
像
を
描
い
て
い
き
ま

す
。

江
頭
市
政
の
１
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

行
く
手
に
は
多
く
の
課
題
が
立
ち
は
だ
か
る
。

菊
池
の
明
る
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
り

江
頭
市
長
が
所
信
を
語
っ
た
。

見
据
え
る
先
は
、
そ
の
頂
よ
り
も
高
く
─
─

←次ページへ続く
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略
と
宣
伝
方
法
の
工
夫
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
「
観
光
」
で
す
。
自
然
や
歴
史
・

文
化
資
源
な
ど
の
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

（
素
材
）
を
活
用
し
、
心
に
訴
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
仕
掛
け
・
仕
組
み
を
通
じ
て
「
癒

し
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
「
森
の
中
の
ま
ち
」・「
さ
く

ら
の
里
」・「
ホ
タ
ル
王
国
」
な
ど
を
具
体

的
な
手
掛
か
り
と
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
菊
池
フ
ァ
ン
と
も
言
う
べ
き
リ
ピ
ー

タ
ー
（
固
定
客
）
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
、
農
業
と
の
相
乗
効
果
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
力
を
生
か
し
た
戦
略

を
支
え
る
た
め
に
は
、
環
境
保
全
へ
の
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
産
廃
問
題
や
ご

み
処
理
問
題
の
決
着
を
図
る
と
と
も
に
、

中
期
的
に
は
小
水
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し

た
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
地
方
都
市
を
目

指
し
ま
す
。

②
効
率
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
合
併
の

大
き
な
狙
い
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
効
率

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
の
維
持
・
改
善
が
前
提
と
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、庁
舎
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
本
庁
・
支
所

方
式
と
、
議
会
で
承
認
・
議
決
さ
れ
た
経

緯
を
尊
重
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
無
理

無
駄
が
起
き
な
い
よ
う
、
市
民
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
計
画
の
精
査
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

　
次
に
、
窓
口
業
務
や
公
共
施
設
の
資
産

運
営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
政
へ
の
市
民
の

参
画
を
促
す
手
法
を
用
い
、
市
民
が
主
体

と
な
っ
た
自
立
的
で
効
率
的
な
社
会
、
い

わ
ゆ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
考
え
方
も
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
心
に
強
い
郷
土
愛
と
誇

り
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③
公
平
公
正
の
仕
組
み
づ
く
り

　

市
政
へ
の
市
民
参
画
を
進
め
る
た
め

に
、
何
よ
り
も
情
報
の
公
開
、
共
有
、
そ

し
て
双
方
向
の
意
見
交
換
の
仕
組
み
が
必

要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
諸
運
営
ル
ー
ル

の
見
直
し
や
市
民
に
分
か
り
や
す
い
市
政

の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
主
役
に
な
る
仕
組
み

を
作
る
た
め
に
は
、「
市
長
と
語
る
会
」

な
ど
の
機
会
を
増
や
し
、
市
民
の
声
を
聞

く
仕
組
み
を
具
体
化
し
ま
す
。
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
く
「
市
民
政
策
会
議
」
な
ど
の
審
議
会

や
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
3
つ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
菊
池
の
価
値
を
永
続
的
に

高
め
て
い
く
た
め
に
、
教
育
の
振
興
に
努

め
人
材
の
育
成
を
積
極
的
に
図
り
ま
す
。

人
材
育
成
は
、
私
た
ち
の
永
遠
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
自
分
で
考
え
行
動
す
る
、

知
恵
と
気
概
と
郷
土
愛
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
、
教
育
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

行
政
運
営
の
重
要
な
視
点

　
そ
の
他
に
も
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上

で
、
行
政
運
営
に
当
た
り
重
要
な
視
点
が

あ
り
ま
す
。

①
市
民
目
線

　

常
に
市
民
目
線
で
考
え
行
動
し
、
ス

ピ
ー
ド
と
品
質
を
意
識
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

②
連
携
力

　
各
種
経
済
団
体
・
企
業
・
市
民
団
体
・

４
地
域
・
他
市
町
村
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
部
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

③
発
信
力

　
菊
池
の
良
さ
・
魅
力
が
外
部
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
一
の
桜
並
木

や
日
本
一
の
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
、
日
本

一
の
安
全
・
安
心
な
給
食
な
ど
、
発
信
力

の
あ
る
企
画
を
立
案
し
、
全
国
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。
特
に
来
年
は
桜
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
菊
池
温
泉
湧
出
60
周

年
、
合
併
10
周
年
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
重
ね
合
わ
せ
菊
池
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し

ま
す
。

④
活
力
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
上
下
左
右
風
通
し
の
良
い
声
の
上
が
る

職
場
を
目
指
し
、
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
大
い
に
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
・
職
員
と
共
有
し
、
更
な

る
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
、
な

ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
た

市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
菊
池
の
自
然
の
恵
み
を
守
り
、
自
然
を

生
か
し
て
穏
や
か
な
発
展
を
続
け
て
い
く

「
安
心
・
安
全
の
癒
し
の
里
」
が
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
菊
池
市
長　
　
江
頭　
実

※�

記
事
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊池市「新章」始動。

一
歩
ず
つ
、
明
る
い
未
来
へ
─
─
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